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2，3‐5（会場開催＋オンライン開催）2023，2，9‐3，22（オンデマンド配信）．

4 荻野祐也，吉田雄一郎，武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，柿添 梢，高守史子，鳥巣剛弘，江﨑
幹宏：小腸カプセル内視鏡所見を用いた早期クローン病診断予測モデルに関する検討．第19回日本
消化管学会学術集会（ハイブリット開催）．2023，2，3‐5（会場開催＋オンライン開催）2023，
2，9‐3，22（オンデマンド配信）．

5 ＊Shimamura T, Katsuya H, Yukimoto T, Sano H, Aragane N, Aishima S, Kimura S, Esaki M: Factors
associated with clinical outcomes of immune-sheckpoint inhibitors-related colitis in patients with ad-
vanced malignancies．第20回日本臨床腫瘍学会学術集会（ハイブリット開催）．2023，3，16‐18
（現地開催＋Web開催）．

6 武富啓展，鶴岡ななえ，江﨑幹宏：高齢潰瘍性大腸炎患者の臨床麟寺徴と治療選択に関する検討．
第109回日本消化器病学会総会（現地開催＋事後オンデマンド配信）．2023，4，6‐8（現地開催）
2023，4，17‐5，31（オンデマンド配信）．

7 ＊山口太輔，水田優実，藤邑勇太郎，井上須磨，朝長道人，荻野祐也，江口紘平，池田 圭，田中雄
一郎，樋高秀憲，宮原貢一，武富啓展，行元崇浩，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，
綱田誠司，野田隆博，江﨑幹宏：内視鏡検査初学者の下部消化管内視鏡検査におけるAI 内視鏡画
像診断支援システムの有用性．第109回日本消化器病学会総会（現地開催＋事後オンデマンド配信）．
2023，4，6‐8（現地開催）2023，4，17‐5，31（オンデマンド配信）．

8 武富啓展，鶴岡ななえ，江﨑幹宏：高齢者炎症性腸疾患における治療選択とリスクマネージメント
当院高齢潰瘍性大腸炎患者の臨床的特徴と治療選択に関する検討．第109回日本消化器病学会総会
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（現地開催＋事後オンデマンド配信）．2023，4，6‐8（現地開催）2023，4，17‐5，31（オン
デマンド配信）．

9 下田 良：CAD EYEシステムが下部消化管スクリーニング検査における初学者の内視鏡診断能に
与える影響の検討．第105回日本消化器内視鏡学会総会（ハイブリット開催）．2023，5，25‐27（会
場開催＋オンライン開催）2023，6，1‐30（オンデマンド配信）．

10 江﨑幹宏：令和4年度治療指針改訂を踏まえたUC治療戦略．第105回日本消化器内視鏡学会総会
ランチョンセミナー（ハイブリット開催）．2023，5，25‐27（会場開催＋オンライン開催）2023，
6，1‐30（オンデマンド配信）．

11 武富啓展，坂田資尚，江﨑幹宏：消化管Crystal-storing histiocytosis の内視鏡所見．第105回日本
消化器内視鏡学会総会（ハイブリット開催）．2023，5，25‐27（会場開催＋オンライン開催）2023，
6，1‐30（オンデマンド配信）．

12 Akutagawa T, Sakata Y, Esaki M: Current status of surveillance colonoscopy for patients with long-
standing ulcerative colitis．第105回日本消化器内視鏡学会総会ランチョンセミナー（ハイブリット
開催）．2023，5，25‐27（会場開催＋オンライン開催）2023，6，1‐30（オンデマンド配信）．

13 江﨑幹宏：炎症性腸疾患における内科治療の進歩とピットフォール．第36回日本臨床内科医会 教
育講演（ハイブリット開催）．2023，10，8‐9（現地開催＋LIVE配信）．

14 江﨑幹宏：内視鏡による潰瘍性大腸炎診療の最新エビデンス．第54回日本消化器内視鏡学会重点卒
後教育セミナー（e-learning のみ）．2023，10，16‐12，11（e-learning 配信）．

15 ＊南方信久，池松弘朗，井上須磨，芥川剛至，下田 良，清見文明，渡邊崇，矢野友規：消化管早期
病変に対するVirtual Scale 内視鏡の有用性に関する検討．第106回日本消化器内視鏡学会総会
（JDDW2023）（ハイブリット開催）．2023，11，2‐5（現地開催）2023，11，20‐12，15（オンデ
マンド配信）．

16 芥川剛至，下田 良，江﨑幹宏：高齢者ESDにおける現状と問題点．第106回日本消化器内視鏡学
会総会（JDDW2023）（ハイブリット開催）．2023，11，2‐5（現地開催）2023，11，20‐12，15（オ
ンデマンド配信）．

17 芥川剛至，水田優美，坂田資尚，江﨑幹宏：サーベイランス内視鏡で発見された潰瘍性大腸炎関連
腫瘍の検討．第78回日本大腸肛門病学会学術集会（ハイブリット開催）．2023，11，10‐11（現地開
催＋オンデマンド配信）．

18 水田優実，芥川剛至，武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，江﨑幹宏：比較的短期間に肛門部病変の
進行をきたしたクローン病症例の内科治療選択（会議録）．第78回日本大腸肛門病学会学術集会（ハ
イブリット開催）．2023，11，10‐11（現地開催＋オンデマンド配信）．

19 坂田資尚，武富啓展，鶴岡ななえ，江﨑幹宏：IBD診療における treat to target を考える 潰瘍性
大腸炎診療における Leucine-rich alpha-2 glycoprotein の有用性に関する検討．第78回日本大腸肛
門病学会学術集会（ハイブリット開催）．2023，11，10‐11（現地開催＋オンデマンド配信）．

20 水田優実，芥川剛至，武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，江﨑幹宏：比較的短期間に肛門部病変の
進行をきたしたクローン病症例の内科治療選択．第78回日本大腸肛門病学会学術集会（ハイブリッ
ト開催）．2023，11，10‐11（現地開催＋オンデマンド配信）．

21 下田 良：バーチャルスケール内視鏡（Virtual Scale Endoscope：VSE）SCALE-EYEの有用性～
新しいモダリティに寄せる期待～．第41回日本大腸検査学会総会（ハイブリット開催）．2023，11，
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17‐18（現地開催＋Web開催）．
22 江﨑幹宏，荻野祐也，貞島健人，高守史子，武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚：小腸カプセル内視

鏡所見を用いた早期クローン病診断スコアの開発．第61回日本小腸学会学術集会 シンポジウム（現
地開催）．2023，11，25．

23 江﨑幹宏：UC診療に関するTofacitinib の最新エビデンス．第14回日本炎症性腸疾患学会学術集会
モーニングセミナー（現地開催）．2023，12，1‐2．

地方規模の学会
1 江﨑幹宏：治療薬に関するトピックス．令和4年度第5回佐賀県病院薬剤師会学術講演会．2023，

3，18．
2 ＊副島 駿，行元崇浩，荻野祐也，松尾真紀子，柯 懿玲，井上須磨，津村圭亮，井樋有紗，島村拓
弥，佐野遥菜，佐野春彦，鶴 安浩，芥川剛至，鈴山耕平，鶴岡ななえ，勝屋弘雄，江﨑幹宏：傍
腫瘍性神経症候群を契機に診断に至った胃MiNENs の一例．第121回日本消化器病学会九州支部例
会・第115回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリット開催）．2023，5，12‐13（現地開
催）2023，5，19‐6，14（オンデマンド配信）．

3 武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，島村拓弥，江﨑幹宏：IBD診療の最前線 当院潰瘍性大腸炎患
者における5‐ASA不耐の現状と治療経過の検討．第121回日本消化器病学会九州支部例会・第115
回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリット開催）．2023，5，12‐13（現地開催）2023，
5，19‐6，14（オンデマンド配信）．

4 島村拓弥，行元崇浩，芥川剛至，江﨑幹宏，勝屋弘雄，甲斐敬太：胃腺扁平上皮癌の一例．第121
回日本消化器病学会九州支部例会・第115回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリット開
催）．2023，5，12‐13（現地開催）2023，5，19‐6，14（オンデマンド配信）．

5 武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，島村拓弥，江﨑幹宏：当院潰瘍性大腸炎患者における5‐ASA
不耐の現状と治療経過の検討．第121回日本消化器病学会九州支部例会・第115回日本消化器内視鏡
学会九州支部例会（ハイブリット開催）．2023，5，12‐13（現地開催）2023，5，19‐6，14（オ
ンデマンド配信）．

6 水田優実，山口太輔，野村忠洋，木村俊一郎，石田智士，藤本 峻，田中雄一郎，日野直之，有尾
啓介，福井健一郎，綱田誠司：巨大食道胃静脈瘤に対して部分的脾動脈塞栓術後に経皮経脾的静脈
瘤塞栓術が有効であった1例．第121回日本消化器病学会九州支部例会・第115回日本消化器内視鏡
学会九州支部例会（ハイブリット開催）．2023，5，12‐13（現地開催）2023，5，19‐6，14（オ
ンデマンド配信）．

7 ＊遠藤広貴，水口昌伸，藤本一眞，鶴岡ななえ，坂田資尚，福田佳代子，下田 良，中原 伸，朝長
道生，松本洋二，藤井億秀，今村達也，野田隆博，後藤祐大，梶原哲郎，原田良策，森山幹夫，下
田悠一郎，緒方伸一，江﨑幹宏：佐賀県対策型胃内視鏡検診導入5年目（令和3年度）の結果報告．
第52回日本消化器がん検診学会 九州地方会（現地開催）．2023，7，29．

8 ＊髙橋悠之介，島村拓弥，鶴岡ななえ，江﨑幹宏：高度の消化管出血をきたした放射線性胃炎の一例．
第342回日本内科学会九州地方会（ハイブリット開催）．2023，8，5（現地開催＋Web参加併用）．

9 長妻剛司：胃内に9匹の虫体を認めた胃アニサキス症の一例．第342回日本内科学会九州地方会（ハ
イブリット開催）．2023，8，5（現地開催＋Web参加併用）．

10 平野里佳，山内康平，島田不律，四本界人，松尾純武，中村昌太郎：消化管粘膜障害を繰り返す糖
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尿病患者の1例．第342回日本内科学会九州地方会（ハイブリット開催）．2023，8，5（現地開催
＋Web参加併用）．

11 坂田資尚：上部消化管疾患における漢方薬の位置づけ．第133回日本消化器病学会北海道支部例会
特別講演（ハイブリット開催）．2023，9，2‐3（現地開催＋オンデマンド配信）．

12 江﨑幹宏：炎症性疾患のマネージメントにおけるバイオマーカーの役割と可能性．第57回日臨技九
州支部医学検査学会 特別講演（現地開催）．2023，10，21‐22．

13 芥川剛至：先端系デバイスを用いたESDにおけるCoagulation mode の使い方～安全で標準的な
ESDを目指して～．第18回九州沖縄臨床工学会（ハイブリット開催）．2023，11，4‐5（現地開
催）2024，1，31まで（オンデマンド配信）．

14 ＊井上須磨，武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，江﨑幹宏：当院の可能性大腸炎難治例に対する
JAK阻害薬使用の現状．第122回日本消化器病学会九州支部例会・第116回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会（現地開催）．2023，11，24‐25．

15 平野里佳，山内康平，島田不律，高瀬ゆかり，中村昌太郎：Sessile serrated lesion を背景とした早
期大腸癌の1例．第122回日本消化器病学会九州支部例会・第116回日本消化器内視鏡学会九州支部
例会（現地開催）．2023，11，24‐25．

16 ＊貞島健人，行元崇浩，平井 哲，澤瀬寛典，内橋和芳，阿比留正剛：制酸剤で軽快し得た好酸球性
胃腸炎に伴う十二指腸潰瘍の一例．第122回日本消化器病学会九州支部例会・第116回日本消化器内
視鏡学会九州支部例会（現地開催）．2023，11，24‐25．

17 平野里佳，長妻剛司，島村拓弥，芥川剛至，馬塲耕一，下田 良，江﨑幹宏：Ｓ状結腸魚骨穿通に
対して待機的に内視鏡的摘出術を施行した1例．第343回日本内科学会九州地方会．2023，11，26．

18 島村拓弥，芥川剛至，江﨑幹宏：MLP型MALTリンパ腫の一例．第26回九州胃と腸大会．2023，
12，2．

19 島村拓弥，芥川剛至，江﨑幹宏：早期胃癌研究会方式 胃 症例提示．第26回九州胃と腸大会．2023，
12，2．

20 江﨑幹宏：Crohn 病診断に有用な小腸カプセル内視鏡画像検出システムの開発－共同研究立案に至
るまでの経緯－．第1回佐賀大学異分野融合型研究推進フォーラム．2023，12，6．

その他の学会
1 江﨑幹宏：肛門病変を診る～内科の立場から～「肛門病変に対するエビデンスの現状を整理する」．
IBD最新情報Webセミナー．2023，1，25．

2 江﨑幹宏：炎症性腸疾患診療の現在と未来．炎症性腸疾患市民公開講座 in Saga．2023，3，5．
3 坂田資尚：機能性消化器疾患における漢方薬の役割～心因性要因と漢方的概念の関連～．福岡消化

器漢方WEBセミナー．2023，3，8．
4 江﨑幹宏：クローン病の治療戦略～肛門病変に対するエビデンスを中心に～．Crohn’s Disease
Web Seminar．2023，6，1．

5 鶴岡ななえ：潰瘍性大腸炎の病勢を見極める．第5回 IBD ACADEMY in Kyusyu．2023，6，8．
6 島村拓弥：自施設での食道がん一次治療におけるオプジーボの使用経験．GI Cancer I-O Seminar

in SAGA．2023，6，22．
7 鶴岡ななえ：大腸癌と生活習慣．日本消化器病学会市民公開講座 in Saga．2023，7，16．
8 坂田資尚：IBD治療のUP TO DATE．第1回 IBD NEXT IN SAGA（現地開催）．2023，9，7．
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職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

助 教 芥川 剛至 日本学術振興会科学
研究費

若手研究 1 脂肪組織－膵癌相互作用にお
ける IRF9の役割と臨床的相
関の解析

2，340

助 教 芥川 剛至 日本学術振興会科学
研究費

基盤研究C 2 食道扁平上皮癌に対する蛋白
ファルネシル化に着目した新
規治療開発に向けた基礎的研
究

1，690

教 授 江﨑 幹宏 厚生労働科学研究費
補助金

難治性疾患政
策研究事業

2 難治性炎症性腸疾患障害に関
する調査研究

200

教 授 江﨑 幹宏 日本消化管学会 2023年度多施
設共同臨床研
究助成

1 クローン病術後再発予測因子
と再発予測モデルに関する検
討－機械学習の応用を含めて
－

1，000

教 授 江﨑 幹宏 公益財団法人内視鏡
医学研究振興財団

令和5年度研
究助成

1 人工知能を用いたクローン病
（CD）診断に有用な小腸カ
プセル内視鏡画像検出システ
ムの開発およびCD診断スコ
アリングシステムの確立

500

講 師 坂田 資尚 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 潰瘍性大腸炎慢性化機序の解
明と新たな治療戦略の構築

4，290

講 師 坂田 資尚 日本化薬株式会社
医学・薬学に関する
研究活動への助成

助成金 1 潰瘍性大腸炎慢性化機序の解
明と新たな治療戦略の構築

300

9 鶴岡ななえ，武富啓展，坂田資尚：UCにおける治療戦略を考える．第1回 IBD NEXT in saga．
2023，9，7．

10 坂田資尚：ミリキズマブのポジショニングを考える．佐賀・筑後オンボー®発売記念講演会．
2023，9，15．

11 坂田資尚：佐賀大学におけるUCの診療について．JAK阻害剤を考える会 in SAGA．2023，9，
22．

12 Esaki M: Positioning of JAK inhibitors in refractoy UC-Prospect of filgotinib. JYSELECA ABM.
2023, 10, 12.

13 坂田資尚：当院におけるスキリージの使用経験．第5回 IBD Expert Meeting in 佐賀（現地開催）．
2023，10，20．

14 江﨑幹宏：UC難治例に対する JAK阻害薬のポジショニング－Figotinib の可能性－．UC Expert
Meeting．2023，10，28．

15 行元崇浩：大腸癌薬物療法の基本と最新の知見．佐賀県GI 薬物療法セミナー．2023，10，13．
16 江﨑幹宏：Crohn 病診療 update－早期診断と治療介入の意義を含めて－．IBDの診断と治療を考

える会．2023，12，14．
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